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日本の農家数は減少の一途をたどり、経営者や農業従事者の高齢化も進展してきている。日本農業の

継続性を鑑みれば、農業法人や集落営農組織などによる組織経営への転換もあるが、イエとしての農業

経営の場合は、できるだけ若い年齢層への世代交代が進むことが望ましい。農林業センサスでは、当該

経営が家族経営である場合、農業経営者の年齢は把握できるが、それが新たに参入した経営なのか、経

営継承によるものなのかは、クロスセクションのデータのみでは、正確には把握できない（仙田徹志ら

（2013））。他方、新規就農者については、2007 年に始まった農林水産省による「新規就農者調査」が

あるが、同調査は、新規に農業に就業した者の数を把握することに主眼が置かれているため、新規に就

農した者の経営内容や継続状況などを詳細に把握することができない。以上のことから、若い農業経営

者の参入・継承経路は多様であるが、農林業センサスのパネルデータが構築されることにより、対象は

農家に限定されるものの、実態把握に向けたアプローチは可能となる。 
新規就農者の識別と定着率については、池田龍起ら（2013）が、2000年から 2010 年までの農林業セ

ンサスを用いて検討し、西村教子ら（2017）は、農林業センサスによる世帯員パネルデータの構築方法

について開発を進めてきている（仙田徹志ら（2017））。農林業センサスのパネルデータが、1995～2015
年までに、さらに遡及、延長されたことをふまえ、本報告では、2000 年以降の若手農業経営者を抽出

し、その後の継続状況や特性について、農林業センサスから把握しようとするものである。その際、2000
年から 2005年にかけて農林業センサスは、大幅な改正が行われていることから、その改正についても、

十分に配慮を行いつつ、抽出を行う。 
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